
  

  

 

法学研究科 法律学専攻 博士前期課程 

  

 

  

本研究科の博士前期課程は、高度の専門性と応用力に富む法的思考を身に付け、その能力、専門知識及び技術を社会

の様々な領域において発揮することができる人材の育成を目的とする。 

 

  

  

 本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、法学研究科法律学専攻博士前期課程では、社会の現状

を冷静・客観的に分析しつつ、社会現象の中に不変の原理を見いだし、人びとの豊かでより良い生活を展望するという

理念に基づき、法学・政治学の分野において高度な専門性と応用力に富む法的思考、政治的考察と、創造性豊かな優れ

た研究・開発能力を身につけ、またこうした能力を生かした高度に専門的な業務に従事することのできる能力を養うこ

とを目標として定めます。 

 学士課程で受けた教育をさらに発展させたい社会人に対し、社会経験によって得られた問題意識や知識・能力を生か

しつつ、行政や NPO・シンクタンク等、公共分野で活躍する専門知識と専門分野における実践的能力を培うことを教育

目標として定めます。 

 各種の公務員、司法書士・行政書士等法曹隣接職試験の合格を目指す者に対し、法学・政治学を体系的に学修・研究

させ、法律学・政治学関係の高度専門職業人としての体系的・専門知識を身につけさせることを教育目標として定めま

す。 

 

  

  

本専攻博士前期課程において所定の単位を修得し、修士論文又は特定課題の研究成果を提出し、提出された論文等が

合格とされた者は、以下に掲げるいずれかの能力を身につけていると判定され、修士（法学）の学位が授与されます。 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力を基盤とする創造性豊かな優れた研究・開発能力 

（１）専門家としての役割を果たしうる者としての、高度な専門性と応用力に富む法的又は政治的思考力と、創造性

豊かな優れた研究・開発能力を身につけていること。 

（２）現代社会に関する深い洞察力と思慮に富む正義観を持ち、現代社会の様々な分野を支える教養人としての専門

的知識と問題解決のスキルを身につけていること。 

２．国際的感性とコミュニケーション能力に裏付けられた体系的専門知識 

グローバル社会に関する深い洞察力と思慮に富む正義観、及びグローバル社会で生起する事象に関する広い視

野と研ぎ澄まされた感性を持ち、様々な分野を支える教養人としての専門的知識と問題解決のスキルを身につけ

ていること。 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）入学前の職業や社会経験を踏まえ、そこで得られた問題意識と現場で蓄積された知識や能力を生かしつつ、職

業上のスキルアップを実現するとともに、体系的に法学・政治学を研究することにより、行政やＮＰＯ・シンク

タンク等、公共分野で活躍する高度専門職業人としての専門知識と専門分野における実践的能力を身につけてい

ること。 

（２）各種の公務員をはじめとして、司法書士・行政書士等、法曹隣接職試験の合格を目指しつつ、法学・政治学を

体系的に学修・研究することにより、現代社会に必要とされる法律関係の高度専門職業人としての体系的専門知

識を身につけていること。 

教育研究上の目的  

 

ディプロマ・ポリシー (学位授与の方針) 

 

教育目標  

 

研究科・専攻の教育研究上の目的及び基本方針 

 



  

  

 

  

  

本専攻博士前期課程では、高度の専門性と応用力に富む法的又は政治的思考力を身につけ、その能力、専門知識及び

問題解決のスキルを社会の様々な領域において、様々な形で発揮することができる人材を育成するため、以下のような

カリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．教育課程の編成・実施 

（１）カリキュラムは、大別すると、専門科目と共通科目からなります。専門科目は、公法学科目群、私法学科目群、

基礎法学科目群、政治学科目群及び新領域科目群から構成され、多彩な科目を体系的に学ぶことができるよう配

置されています。また、自治体での行政実務に携わる専門職業人や、様々な公共部門や地域社会の課題の解決に

主導的な役割を果たすリーダーの育成を念頭に公共政策に関する科目を総合的に展開しています。 

（２）共通科目の「研究スキル特講」では、論文の書き方やリーガル・リサーチの方法等、研究のスキルを学びます。

多様な学修歴をもつ方の大学院での学修・研究をサポートします。 

（３）「法学・政治学総合演習」では、大学院生が自ら報告し、議論することにより、自らの学修・研究の進行・成

果を確かめるとともに、プレゼンテーションや司会の技術が身につくよう指導します。また、研究科所属の複数

の教員がチームを組み、集団で指導(集団指導体制)にあたります。さらに、研究科内外の様々な分野の研究者が

最新の研究状況の情報を提供する等、研究科や大学の枠を超えた多様な教育機会を提供しています。 

（４）社会人等の多様なニーズに応えるため、昼夜開講制度を採用しています。また、長期に亘る履修を計画的に進

めるための長期履修制度、逆に1年間の短期間に博士前期課程を修了する早期修了制度を設け、修業年限の弾力

化をはかっています。 

２．教育の方法と評価 

（１）TA(ティーチング・アシスタント)等の制度を利用し、学部教育に携わる機会を提供します。大学付置機関であ

る法学研究所における様々な活動への参加を通じて、社会や現場での問題に開かれた学修・研究を行うことがで

きます。 

（２）大学院特別科目等履修生制度により、優秀な学部学生が、大学院で学ぶ機会を保障し、学部教育との接合をは

かっています。また、科目等履修生制度により、大学院教育を広く社会にひらかれたものにしています。 

（３）他の研究科の授業科目を一定程度履修できます。 

（４）神奈川県内の大学院との単位互換制度により研究科の枠を超え学ぶ機会を提供しています。 

（５）従来型の修士論文のほか、入学前の職業や社会経験等を生かした特定課題についての研究成果を審査する制度

を設けています。 

 

 

  

１．大学院教育によって培う能力 

本専攻博士前期課程は、高度の専門性と応用力に富む法的又は政治的思考力を身につけ、その能力、専門知識

及び問題解決スキルを社会の様々な領域において様々な形で発揮することができる人材の育成を目的としてい

ます。 

２．本専攻の求める入学者 

（１）法学部において学び、法学・政治学分野での高い学力や能力を備えた人 

（２）学部教育において法学・政治学以外の分野を専攻・学修した場合であっても、法学・政治学の学修・研究に強

い意欲と本研究科博士前期課程での学修・研究遂行能力を持つ人 

（３）これまでの社会経験・職業経験をもとに、本学研究科博士前期課程における法学・政治学の学修・研究に強い

意欲をもつ人 

（４）正規の大学教育を受けていない場合であっても、それに代わると見なしうる業績や経験があり、本研究科博士

前期課程での学修・研究遂行が可能であると認められる人 

３．大学までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）一般入試及び外国人留学生入試では、法学研究科博士前期課程での学修に必要な基礎学力を、大学での学修の

達成度や自主的・創造的に学び研究する姿勢をもとに判断します。 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

アドミッション・ポリシー (入学者受入の方針) 

 



  

  

（２）社会人特別入試では、自主的・創造的に学び研究する姿勢と思慮に富む正義観を有しているか、並びに本研究

科博士前期課程で学んだことを社会に還元する意欲を有しているかをもとに判断します。なお、正規の大学教育

を受けていない場合であっても、それに代わると見なしうる業績や経験があり、本研究科博士前期課程での学

修・研究遂行が可能であると認められる場合には、入学を許可します。 



  

  

法学研究科 法律学専攻 博士後期課程 

 

  

  

本研究科の博士後期課程は、法的能力、専門知識及び技術をさらに向上させ、創造性豊かな研究及び教育活動を行う

ことができる研究者又は社会における複雑かつ多様な需要に応え得る実務家等優れた人材の育成を目的とする。 

 

  

  

 本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、法学研究科法律学専攻博士後期課程では、社会の現状

を冷静・客観的に分析しつつ、社会現象の中に不変の原理を見いだし、人びとの豊かでより良い生活を展望するという

理念に基づき、法学・政治学の分野において高度な専門性と応用力に富む法的思考、政治的考察と、創造性豊かな優れ

た研究・開発能力を身につけ、またこうした能力を生かした高度に専門的な業務に従事することのできる能力を養うこ

とを目標とします。 

 このため、①高度の法的能力・専門知識及びスキルを身につけ、国際的で創造性豊かな研究及び教育活動を自立的に

遂行し得る能力、②法学・政治学について体系的かつ実践的な観点から教育する能力、③法科大学院における法曹教育

の成果を踏まえ、専門の分野において理論と実務を架橋する視点を持つ法律学研究者としての高度の能力、④実務家と

して、現代社会における複雑かつ多様な需要に応え得る高度の能力、を養成することを教育目標として定めます。 
 

  

  

本専攻博士後期課程において所定の単位を修得し、博士論文を提出し、提出された論文が合格とされた者は、以下に

掲げるいずれかの能力を身につけていると判定され、博士（法学）の学位が授与されます。 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力を基盤とする創造性豊かな高度な研究・開発能力 

アカデミックな世界はもとより、社会の様々な場面で、専門家としての役割を果たしうる研究者としての、高

度な専門性と応用力に富む法的又は政治的思考力と、創造性豊かな優れた研究・開発能力を身につけていること。 

２．国際的感性とコミュニケーション能力に裏付けられた高度な体系的専門知識 

現代社会における複雑かつ多様な要請に応えうる研究者として、高度の法的能力・専門知識及びスキルを身に

つけ、グローバルな視点から、国際的で創造性豊かな研究及び教育活動を自立的に遂行し得る能力を身につけて

いること。 

３．時代の課題と社会の要請に応えた高度な専門的知識と技能 

（１）法科大学院において法曹を目指し学修した実務的な法律学の成果を基礎とし、専門の分野において理論と実務

を架橋する視点を持つ法律学の研究者としての高度の能力を身につけていること。 

（２）実務家として、法学・政治学についての専門的知識と実践的スキルを身につけ、現代社会における複雑かつ多

様な需要に応え得る高度の能力を身につけていること。 

 

  

  

本専攻博士後期課程では、高度の専門性と応用力に富む法的思考力又は政治的考察力を身につけ、その能力、専門知

識及び問題解決のスキルを社会の様々な領域において、様々な形で発揮することができる人材を育成するため、以下の

ようなカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．教育課程の編成・実施 

専門科目は、民事法学科目群、公法学科目群及び基礎法学科目群から構成され、多彩な科目を体系的に学ぶこ

とができるよう配置され、充実したコースワークを受けることができます。コースワーク及び指導教員による論

文指導が、有機的にバランスよく組み合わされ、博士号取得に向けて総合的な指導と研究のサポートを行います。

また、多様な問題関心、複数の専門領域にまたがるテーマをもつ院生のニーズに対応するため、複数の教員がチ

ームを組み、集団で指導(集団指導体制)にあたります。 

２．教育の方法と評価  

教育研究上の目的  

 

ディプロマ・ポリシー (学位授与の方針) 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

教育目標  

 



  

  

（１）TA(ティーチング・アシスタント)等の制度を利用し、学部及び博士前期課程教育に携わる機会を提供します。 

（２）大学付置機関である法学研究所における様々な活動への参加を通じて、社会や現場での問題に開かれた学修・

研究を行うことができます。 

（３）他の研究科の授業科目を一定程度履修できます。 

（４）博士の学位は、下記の基準に基づき評価されます。 

 ①学位請求論文が、従来の研究成果を正しく踏まえたうえで、独創的かつ高い水準にあり、当該研究領域において、

新たな知見を付与するなどの一定の貢献を期待できるものであるか。 

 ②学位請求者が、研究者として自立して研究活動を行うに足りる、また高度の専門性が求められる社会の各分野に

おいて活躍しうる高度な研究能力と豊かな学識を身につけているか。 

 ③研究について、適切なテーマ設定が行われ、明確な問題意識に基づき、的確な方法によって遂行されているか。 

 ④学術論文として、明確かつ緻密な論理性を備えるとともに、ふさわしい記述方法が選択され、かつ明瞭にして妥

当な結論が得られているか。 

 ⑤研究データの捏造・改ざん又は他者の研究業績の盗用等の研究倫理上の問題、及びプライバシー権、名誉権又は

知的財産権の侵害等の人権上の問題がないか。 

 

 

  

本専攻博士後期課程は、法的能力、専門知識及び技術をさらに向上させ、創造性豊かな研究及び教育活動を行うこと

ができる研究者又は社会における複雑かつ多様な需要に応え得る実務家等優れた人材の育成を目的としています。この

目的を実現するために、以下のような多様な人材の中から、向学心が強く、自主的・創造的に学び研究する姿勢と思慮

に富む正義観を持ち、本研究科又は他の大学院の博士前期課程で学んだことを社会に還元する意欲を備えた方を受け入

れます。 

１．大学院教育によって培う能力 

（１）法学又は政治学の分野における専門知識及び技術をさらに向上させ、創造性豊かな研究及び教育活動を行うこ

とができる研究能力 

（２）法学又は政治学の分野における高度な学術的訓練を通じて、社会における複雑かつ多様な需要に応え得る能力 

２．本専攻の求める入学者 

（１）博士前期課程・修士課程において、法学・政治学を学び、専門分野での高い学力と能力を備えた人 

（２）博士前期課程・修士課程において法学・政治学以外の分野を専攻し、その専門分野を生かしつつ、本研究科博

士後期課程での学修・研究に強い意欲をもつ人 

（３）法科大学院において、実務的な観点から法学を学び、そこで得られた実務的な知見と能力を生かしつつ、本研

究科博士後期課程での学修・研究に強い意欲をもつ人 

（４）これまでの社会経験・職業経験をもとに、本研究科博士後期課程における法学・政治学の学修・研究に強い意

欲をもつ人 

（５）大学院博士前期課程・修士課程を修了していない場合であっても、それに代わると見なしうる業績や経験があ

り、本研究科博士後期課程での学修・研究遂行が可能であると認められる人 

３．博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）一般入試及び外国人留学生入試では、法学研究科博士後期課程での学修に必要な基礎学力を、博士前期課程で

の学修の達成度や自主的・創造的に学び研究する姿勢をもとに判断します。 

（２）社会人特別入試では、自主的・創造的に学び研究する姿勢と思慮に富む正義観を有しているか、並びに本研究

科博士後期課程で学んだことを社会に還元する意欲を有しているかをもとに判断します。 

アドミッション・ポリシー (入学者受入の方針) 

 



 

Graduate School of Law 
Master's Program 
Diploma Policy (Policy on the conferring of degrees) 

Persons who have earned the prescribed credits for completion under the Master's Program, and 
who have submitted a Master’s thesis that has been accepted, will be judged as having acquired 
any of the following capabilities, and will be granted a Master of Laws . 
 
1. Highly creative, outstanding research and development capabilities that form the foundation for 

judgment and practical ability as an independent citizen of sound sense 
(1) Have acquired legal- or political-oriented thinking ability with abundant high-level expertise and 

practical ability, along with highly creative, outstanding research and development capabilities, as 
a person able to fulfill the role of expert 

(2) Possess profound insights into contemporary society and a deeply considered sense of justice, 
and have acquired expert knowledge and problem-solving skills as an educated individual who 
upholds diverse fields in contemporary society 

 
2. Systematic expert knowledge backed by international sensibilities and communication capabilities 

Possess profound insights into global society, a deeply considered sense of justice, and a broad 
perspective and keen sensibility with regard to phenomena occurring in global society, and have 
acquired expert knowledge and problem-solving skills as an educated individual who upholds 
diverse fields in global society. 

 
3. Expert knowledge and skills to address the issues of the age and the demands of society 
(1) Have acquired expert knowledge and practical capabilities in fields of expertise as a high-level 

expert professional engaging in activity in government administration, NPOs, think tanks, or other 
public fields through systematic research into jurisprudence and political science, while leveraging 
awareness of issues and knowledge and capabilities that are grounded in work and societal 
experience prior to admission and have been further built up in the field, and seeking 
improvement of professional skills 

(2) Have acquired systematic expert knowledge as a high-level, expert legal professional necessary 
in contemporary society through the systematic study and research of jurisprudence and political 
science, while aiming to pass professional examinations for judicial scrivener, administrative 
scrivener, civil servant positions, and other legal-related positions. 

Curriculum Policy (Policy on organization and implementation of curricula) 
In order to develop human resources who have acquired legal or political thinking ability with 

abundant advanced expertise and practical ability, and who are able to exercise those capabilities, 
expert knowledge, and problem-solving skills in varied forms within diverse domains of society, the 
Master's Program has established a curriculum policy as follows. 

 
1. Organization and implementation of curricula 
(1) Broadly divided, the curriculum consists of expert subjects and common subjects. Expert 

subjects are composed of the following four clusters： public law, private law, jurisprudence, 
political science, and new fields of law and politics, and are offered to enable the systematic 
learning of diverse subjects. Subjects related to public policy are comprehensively composed with 
the intent of developing expert professionals who engage in administrative work in local 
government and leaders who will take the initiative in resolving issues in various public sectors 



 

and communities. 
(2) In the common subject "Research Skills," students learn research paper writing, methods of legal 

research, and other research skills. This supports graduate school studies and research by 
students of varied educational backgrounds. 

(3) In "General Seminar on Law and Politics," the subject provides instruction enabling graduate 
students to check the progress and outcomes of their own studies and research through reporting 
and discussion, while also acquiring presentation and moderating skills. The teams of academic 
staff belonging to the Graduate School provide instruction in a group (Group Instruction System). 
In addition, the subject provides diverse educational opportunities that cross the boundaries of the 
graduate school and university, including the provision of research updates by researchers in 
varied fields within and without the graduate school. 

(4) In order to meet the diverse needs of working persons and others, the Program employs a 
system of daytime and nighttime classes. The Program has also established a long-term studies 
system for the planned pursuit of studies over a long period, and an early completion system for 
the completion of the Master's Program over the short period of one year, to provide flexibility in 
Program duration. 

 
2. Educational methods and evaluation 
(1) The Program makes use of TAs (Teaching Assistants) and other systems to provide 

opportunities for involvement in faculty education. By participating in various activities in the 
Institute for Legal Studies attached to the University, students are able to engage in studies and 
research open to problems in actual society. 

(2) Through the special non-degree student system of the Graduate School, the Program secures 
opportunities for outstanding undergraduate students to learn at graduate school, creating 
connections with faculty education. In addition, through a non-degree student system, the 
Program makes graduate school education broadly open to society. 

(3) Students can, with limitations, study subjects of other graduate schools. 
(4) Through the credit transfer system for graduate schools in Kanagawa Prefecture, the Program 

provides opportunities for studies that cross the borders of graduate schools. 
(5) In addition to the traditional Master's thesis, the Program has established a system that makes 

use of work and societal experience prior to admission in the screening of the outcomes of 
research on specific themes. 

Admissions Policy 
1. The capabilities fostered by a graduate school education 

The Master's Program aims to develop human resources who have acquired legal or political 
thinking ability rich in advanced expertise and practical ability, and who are able to exercise those 
capabilities, expert knowledge, and problem-solving skills in varied forms within various domains of 
society. 
 
2. Entrants sought by the Program 
(1) Persons who studied in the Faculty of Law and who are equipped with a high level of scholarship 

and capabilities in the fields of jurisprudence and political science 
(2) Persons who studied and majored in subjects other than jurisprudence and political science in 

undergraduate studies, but who possess a strong desire to study and research jurisprudence and 
political science, as well as the capability to execute study and research in the Master's Program 

(3) Persons who, on the basis of past experience in society and in work, possess a strong desire to 
study and research jurisprudence and political science in the Master's Program 



 

(4) Persons who have not undergone formal university education, but who possess work 
achievements and experience deemed to substitute for that, and who are recognized as capable 
of executing study and research in the Master's Program 

 
3. Evaluation of capabilities through university (selection method) 
(1) In General Entrance Examinations and International Student Entrance Examinations, the basic 

scholarship necessary for study in the Master's Program will be judged on the basis of degree of 
achievement in studies through university and attitude toward independent and creative study and 
research. 

(2) In Special Entrance Examinations for Mature-Aged Applicants, whether applicants possess an 
attitude toward independent and creative study and research and a deeply considered view of 
justice, and whether applicants possess a desire to return to society what they have learned in the  
Master's Program, will be judged. Persons who have not undergone formal university education, 
but who possess work achievements and experience deemed to substitute for these, and who are 
recognized as capable of executing study and research in the Master's Program, will be awarded 
admission. 

 



 

Graduate School of Law 
Doctoral Program 
Diploma Policy (Policy on the conferring of degrees) 

Persons who have earned the prescribed credits for completion under the Doctoral Program, and 
who have submitted a Doctoral thesis that has been accepted, will be judged as having acquired 
any of the following capabilities, and will be granted a Doctor of Laws. 
 
1. Highly creative, high-level research and development capabilities that form the foundation for 

judgment and practical ability as an independent citizen of sound sense 
Have acquired legal- or political-oriented thinking ability with abundant high-level expertise and 

practical ability, along with highly creative, outstanding research and development capabilities, as a 
researcher who is able to fulfill the role of expert in academia and in varied social venues 
 
2. High-level, systematic expert knowledge backed by international sensibilities and communication 

capabilities 
Have acquired high-level legal capabilities, expert knowledge, and skills, as well as the 

capabilities to independently conduct international, highly creative research and educational 
activities from a global perspective, as a researcher who can meet complex and diverse demands in 
contemporary society 
 
3. High-level expert knowledge and skills to address the issues of the age and the demands of 

society 
(1) Have acquired high-level capabilities as a researcher of jurisprudence who possesses 

perspectives for bridging theory and practice in fields of expertise, built on a foundation of the 
outcomes of practical legal studies undertaken in a graduate school of law with the aim of 
becoming a legal professional 

(2) Have acquired expert knowledge and practical skills in jurisprudence and political science as a 
practitioner, and have acquired the high-level capabilities to meet complex and diverse demands 
in contemporary society 

Curriculum Policy (Policy on organization and implementation of curricula) 
In order to develop human resources who have acquired legal or political thinking ability with 

abundant advanced expertise and practical ability, and who are able to exercise those capabilities, 
expert knowledge, and problem-solving skills in varied forms within diverse domains of society, the  
Doctoral Program has established a curriculum policy as follows. 

 
1. Organization and implementation of curricula 

Expert subjects are composed of the civil law subject cluster, public law subject cluster, and basic 
law subject cluster. These are offered to enable the systematic learning of diverse subjects and 
provide students with substantive course work. Course work and research paper guidance by 
academic staff are organically combined in a balanced manner, with comprehensive guidance and 
research support provided for the earning of a Doctor's degree. In addition, to meet the needs of 
graduate students whose themes span diverse issues of interest and multiple domains of expertise, 
the teams of academic staff provide guidance in a group (Group Instruction System). 
 
2. Educational methods and evaluation 
(1) The Program makes use of TAs (Teaching Assistants) and other systems to provide 



 

opportunities for involvement in faculty education and Master's program education.  
(2) By participating in various activities in the Institute for Legal Studies attached to the University, 

students are able to engage in studies and research open to problems in actual society. 
(3) Students can, with limitations, study the class subjects of other graduate schools. 
(4) The degree of Doctor will be evaluated on the basis of the following criteria. 
 1) Whether the degree dissertation is original, is of a high level, and is properly based on past 

research results, and whether the dissertation can be expected to confer new knowledge upon the 
domain of the research or to otherwise make some contribution 

 2) Whether the person seeking a degree is capable of conducting research activities independently 
as a researcher, or has acquired the high-level research capabilities and abundant scholarship to 
be active in fields of society that call for high-level expertise 

 3) Whether an appropriate theme for research has been set and whether research has been 
executed through appropriate methods based on a clear awareness of issues 

 4) Whether the dissertation, as an academic research paper, is endowed with clear and precise 
logic, whether suitable methods of description have been selected, and whether a clear and valid 
conclusion has been obtained 

 5) Whether the research is free from fabrication or falsification of research data, plagiarism of 
research achievements of others, or other problems in research ethics, and is free from 
defamation, infringements of privacy rights or intellectual property rights, or other human rights 
problems. 

Admissions Policy 
The Doctoral Program aims to develop outstanding human resources who have further enhanced 

their legal capabilities, expert knowledge, and skills, including researchers who can engage in highly 
creative research and educational activities, or working practitioners who can meet complex and 
diverse demands in society. In order to achieve this aim, the Program will accept, from among the 
diverse human resources below, those persons who possess a strong desire to learn, an attitude 
toward independent and creative study and research, and a deeply considered view of justice, and 
who are equipped with a desire to return to society what they have learned at the Master's program 
or another graduate school. 
 
1. The capabilities fostered by a graduate school education 
(1) Enhanced expert knowledge and skills in the fields of jurisprudence or political science, and 

research capabilities that facilitate highly creative research and educational activities 
(2) The capabilities to meet complex and diverse demands in society, through advanced academic 

training in the fields of jurisprudence and political science 
 
2. Entrants sought by the Program 
(1) Persons who studied jurisprudence and political science in the Master's Program (pre-doctoral 

program), and who are equipped with a high level of scholarship and capabilities in a field of 
expertise 

(2) Persons who majored in fields other than jurisprudence and political science in the Master's 
Program (pre-doctoral program), and who possess a strong desire to engage in study and 
research in the Doctoral Program while leveraging those fields of expertise 

(3) Persons who studied jurisprudence from a practical perspective in a graduate school of law, and 
who possess a strong desire to engage in study and research in the Doctoral Program, while 
leveraging the practical knowledge and capabilities gained there.  

(4) Persons who, on the basis of past experience in society and in work, possess a strong desire to 



 

study and research jurisprudence and political science in the Doctoral Program 
(5) Persons who have not completed a Master's program (pre-doctoral program), but who possess 

work achievements and experience deemed to substitute for these, and who are recognized as 
capable of executing study and research in the Doctoral Program 

 
3. Evaluation of capabilities through Master's program (selection method) 
(1) In General Entrance Examinations and International Student Entrance Examinations, the basic 

scholarship necessary for study in the Doctoral Program will be judged on the basis of degree of 
achievement in studies in a Master's program and attitude toward independent and creative study 
and research. 

(2) In Special Entrance Examinations for Mature-Aged Applicants, whether applicants possess an 
attitude toward independent and creative study and research and a deeply considered view of 
justice, and whether applicants possess a desire to return to society what they have learned in the 
Doctoral Program, will be judged. 

 


